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文化財の現状を考える

柳川藩主立花邸 御花（以下、御花）は、文化財保護法のもと、その学術的価値を宿泊事業や婚礼
事業を通じて広く発信しています。
歴史的建造物である大広間では、日本の伝統芸能である能・狂言の公演を開催し、その本質に迫
る取り組みを積極的に展開しています。
しかし、文化財という制約の中での運営には多くの困難が伴い、顧客価値を最大化するコンテン
ツ開発や、持続可能な保存手法の確立が求められます。
また、教育の観点からも課題は少なくありません。
日本では「触れてはいけない」「近づいてはいけない」といった不文律が根強く、価値あるもの
への過度な抑制が、学びの機会を阻害し、本質的な価値を見失わせる一因となっています。
事業活動にとどまらず、まずは文化財に触れる場を創出することが必要ではないでしょうか。
それによって初めて人々は文化財の価値を実感し、100年後も残るべき日本の宝であることに気
づく契機となるはずです。
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文化財の未来を考える

今、企業に求められているのは、単なる営利活動にとどまらず、社会的な意義を果たしているか
という点です。
すなわち、企業活動そのものが持続可能な社会の創造に貢献しているかどうかが、企業価値を大
きく左右する時代となり、これを軽視することはできません。
では、御花における社会的責任とは何か。
それは 「循環経済による文化財の保存・活用」 にあると私たちは考えました。
具体的には、本構想に共感する方ならどなたでも、大広間の「畳の再生」に関わることができ、
文字通り“文化財をつくる”当事者のひとりとなることが可能です。
従来の線型経済に基づく企業活動ではなく、地域や環境に配慮しながら、自社の強みをさらに活
かした事業展開へと発展させます。
御花が地域と共に歩み、ブランド価値を一層高めるためには、経済性と社会性のバランスを取り
ながら、文化的豊かさの価値を広く訴求していくことが欠かせません。
また、本構想に共感いただける協業先との連携強化によって生まれるシナジーやクリエイティビ
ティは、新たな価値の創出や地域再生の推進につながるものと考えています。

畳の再生を考える

- 循環経済 -

2015年、EUが政策パッケージとして公表し、世界
的に広まった概念。製品、素材、資源の価値を可
能な限り長く保全・維持し、廃棄物の発生を最小
限化する経済システムである。
これまでの一方通行でモノを使う「線型経済」か
らの脱却を目指す。3Rや循環型社会と類するもの
の、シェアリング、リース、リユース、リペア、
リファービッシュ、リサイクルのビジネスモデル
に重点を置くなど、産業政策の側面も強い。持続
可能で低酸素かつ資源効率的で競争力のある経済
への転換に貢献するものとされる。

- 畳REBIRTH -

✓畳は定期的な交換が必要な「消耗品」であり、循環型の仕組みと相性が良い
✓イ草は日本文化を象徴する素材であり、伝統の継承にもつながる
✓再生された畳は実際に文化財で使われるため、関わった人が成果を実感しやすい
✓世界的にもユニークなプロジェクトであり、日本文化を未来へつなぐ新たなモデルに
なりうる

①資源の確保
文化財内および域内から、廃材化した畳、落ち葉、もみ殻、鶏ふんなどを回収します

②堆肥の生成
専門家による指導のもと回収した素材を適切にブレンドし、畳の原料となるイ草を育
てるための堆肥をつくります

③イ草の栽培
堆肥をイ草の生産者に提供し、自然豊かな環境で栽培を開始します

④畳への加工
収穫したイ草を使い、職人の手によって新たな畳へと加工されます

⑤文化財への設置
再生された畳は、御花の大広間などの文化財の床材として使用されます
単なる畳ではなく、“循環のストーリーを持つ畳”となるのです

畳REBIRTHは、使われなくなった畳を循環させ、新たな畳として再生するプロジェクト です
この取り組みは 「廃棄される資源を活かし、文化財の未来を創る」 ことを目的としています



23.11

・資材追加
・温度管理

24.2

・管理
・糸取り作業

・水分抜く

24.12

・文化財堆肥
散布

25.5

・先刈り
・杭打網張り

・刈り取り

25.9

・選別加工

23.12

24.4-7

25.4

25.7-8

23.10

・堆肥座学
⇒1stステップ

・堆肥仕込み

・苗の植え付け

第 一 フ ェ ー ズ

第 二 フ ェ ー ズ

堆肥専門家 生産製造 御花

①文化財廃材（畳や落ち葉などが主原料）を元に堆肥作り
②“Made in 文化財”の堆肥によるイ草の苗の植え付け
③イ草刈り取り
④刈り取ったイ草を畳表に加工・製品化
⑤大広間に格納（畳のオーナー様向けイベント）

これらの循環プロセスを経て、大広間（文化財）に新たな畳と
して格納します。
これにより、かつてない文化財の保存活用プロセスが確立。
文化を未来へ継承するための当事者意識の醸成、地域再生の一
助とするモデルケースとなります。

・堆肥座学
⇒2ndステップ

24.8

・管理
・完熟テスト

24.11

・除草、肥料設計
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畳 REBIRTH  スケジュール
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